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 Support Our Kids 取組発表 
 ～東日本大震災被災児童自立支援プロジェクト Support Our Kidsの活動と成果～ 

④ 

□ 登壇者の皆様 

官民連携推進協議会（事務局：復興庁） 主催： 

お問合わせ 

「新しい東北」交流会事務局（株式会社JTBコーポレートセールス 東京中央支店内） 担当 西田、安海（あずみ） 
  E-mail:nt-info@bwt.jtb.jp   
  TEL: 03-6737-9292 （平日9:30~17:30) ※土曜、日曜、祝日 は休業となります。 
  

WEBサイト: http://www.newtohoku.org/ 

新しい東北 検索 

Facebook: https://www.facebook.com/newtohoku 

～ご協力・ご来場いただいた皆さま、ありがとうございました～ 
お問合わせ ※当交流会の事務局運営については、株式会社JTBコーポレートセールスが受託しております。 

 新山 明美氏（Support Our Kids 実行委員会企画委員 兼東北事務局

長）を進行役として、清澤 環氏（社会人）、阿部 日向子氏（大学

生）、小金澤 彩氏（大学生）にご登壇いただき、それぞれこれまでの

取組や想いについて発表いただきました。 

 Support Our Kids の活動を通じて、多くの子ども達が世界各地で

ホームステイに招かれ自立心育成活動を実施している模様が映し出さ

れ、引き続きSupport Our Kidsの経験を踏まえた3人のその後の活動

報告が行われました。３人はネパール大地震で被災した子ども達を東

北にホームステイに招く「東北×ネパール『復興の輪プロジェク

ト』」を実施。この活動はSupport Our Kidsによる海外派遣を経験し

た東北出身の高校生・大学生を中心に構成されている団体

「HABATAKI」が主体となって行われているもので、登壇した３人も

おのおのに役割分担してホームステイに関与しています。ネパールの

子ども達とのホームステイの模様が映像として流され、寝食を共にし、

着物を着たり、神社に参拝するなどして日本文化を味わってもらう他、

被災地である三陸の地を歩くことで復興の輪をつなぐ様子を観ること

が出来ました。 

 ３人からは、このネパールの子ども達との交流を通じて、「募金し

てくれる人から本件に関与した様々な人の温かみを感じた」「やる気

次第で何でもできると思った」「ネガティブだった自分に自信がつい

た」等の真摯な言葉が語られ、復興活動を通じて成長していく若者の

思いが伝わる取組発表となりました。 

□ 会場の様子 

  Support Our Kids 取組発表 

 海外ホームステイや異文化交流による子ども達の自立の後押しをする取り組みを通じ、子ども達が帰国後に立ち上げた復

興プロジェクトについて発表いただきました。Support Our Kidsは「東日本大震災被災児の自立支援」「復興のリーダー

づくり」を目的に発足し、世界各国の大使館や外務省と連携して海外ホームステイを通した被災児の自立心育成活動を実施

しています。これまでに海外に渡った子ども達は300名を超え、帰国した子ども達による復興プロジェクト「HABATAKI」

を始動しています。 
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（Support Our Kids 実行委員
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